
　
A
香
川
県
ミ
ニ
ト
マ
ト
部
会

　
当
管
内
の
ミ
ニ
ト
マ
ト
は
、
昭
和
60
年
ご

ろ
か
ら
栽
培
を
は
じ
め
、「
ミ
ニ
キ
ャ
ロ
ル
」

の
発
表
と
と
も
に
急
速
に
県
下
全
体
に
普
及

し
ま
し
た
。
生
産
者
は
高
齢
化
や
後
継
者
不

足
な
ど
で
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
新
規

就
農
者
も
入
っ
て
お
り
、
平
成
30
年
産
で
生

産
者
数
1
2
4
戸
、
栽
培
面
積
15‌

ha
、
出
荷

数
量
は
1
1
8
0
t
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

栽
培
は
通
常
土
耕
か
ら
養
液
栽
培
に
移
行
し

て
お
り
、
現
在
は
6
割
以
上
が
養
液
栽
培
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
作
型
は
促
成
長
期（
8
月
～
6
月
）、
抑
制

（
8
～
11
月
）、半
促
成（
11
月
～
7
月
）、
雨

よ
け（
3
～
10
月
）と
使
い
分
け
る
こ
と
で
、

長
期
出
荷
を
可
能
と
し
て
い
ま
す
。
出
荷
先

は
関
西（
大
阪
、
京
都
、
兵
庫
）、
四
国
を
中

心
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

産
地
を
悩
ま
せ
る

ト
マ
ト
黄
化
葉
巻
病

　
ト
マ
ト
黄
化
葉
巻
病
は
、
タ
バ
コ
コ
ナ
ジ

ラ
ミ
に
よ
っ
て
媒
介
さ
れ
る
ウ
イ
ル
ス
病
で
、

平
成
17
年
に
香
川
県
へ
の
侵
入
が
確
認
さ
れ
、

県
内
各
産
地
に
被
害
が
拡
大
し
ま
し
た
。
本

県
で
は
、
タ
バ
コ
コ
ナ
ジ
ラ
ミ
の
侵
入
防
止

対
策
や
侵
入
後
の
迅
速
な
防
除
対
策
を
実
施

す
る
こ
と
で
対
処
を
行
っ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
防
虫
ネ
ッ
ト
の
す
き
間
か
ら
の
コ
ナ
ジ

ラ
ミ
の
侵
入
な
ど
に
よ
り
数
カ
所
は
黄
化
葉

巻
病
の
発
病
が
み
ら
れ
、
被
害
の
大
き
い
圃ほ

場
で
は
50
％
近
い
被
害
株
が
発
生
す
る
状
況

で
防
除
に
苦
慮
し
て
い
ま
し
た
。

　
病
害
に
悩
む
生
産
者
か
ら
は
T
Y
（
ト
マ

ト
黄
化
葉
巻
病
耐
病
性
）
品
種
の
登
場
が
待

ち
望
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

T
Y
と
食
味
の
よ
さ
を

併
せ
も
つ「
T
Y
千
果
」

　
当
管
内
で
は
、
以
前
か
ら
タ
キ
イ
品
種
の

評
価
が
高
く
、
果
色
が
鮮
明
赤
色
系
で
裂
果

に
強
く
、
糖
度
も
安
定
し
た
高
品
質
種
と
し

て「
C
F
千
果
」「
千
果
」を
主
に
栽
培
し
て
い

ま
し
た
。
新
品
種
の「
T
Y
千
果
」は
、
ト
マ

ト
黄
化
葉
巻
病
耐
病
性
品
種
と
し
て
平
成
27

年
度
よ
り
試
験
的
に
栽
培
を
始
め
、
30
年
度

か
ら
は
善
通
寺
市
、
高
松
市
を
中
心
と
し
て

導
入
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
当
地
の「
T
Y
千
果
」導
入
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
、
仲
多
度
地
区
ミ
ニ
ト
マ
ト
部
会
部

会
役
員
平
包
實
さ
ん
の
栽
培
を
例
に
ご
紹
介

し
ま
す
。

●
平ひ

ら

包が
ね

實み
の
る

さ
ん
の
栽
培

 

品
質
の
よ
さ
に
着
目
し
て

 「
T
Y
千
果
」を
導
入

　
平
包
さ
ん
は
善
通
寺
市
に
て
ハ
ウ
ス
1
棟
、

栽
培
総
面
積
約
14
a
の
養
液
土
耕
に
て
ミ
ニ

ト
マ
ト
の
生
産
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
生
産

者
で
す
。

　 Ａ香川県は１県１ Ａとして、「日本の地中海」ともいわれるおだや
かな瀬戸内気候により、冬季でも暖かく、降雪日数も極めて少ない温暖
な地域で、青果物の生育にとって最良の環境となっています。特産は米、
野菜、花き、果樹、畜産と多岐にわたり中でも野菜は、ブロッコリー、
レタス、にんにく、トマトを中心に栽培されています。トマトにおいて
は、温暖な気候を利用した施設栽培が盛んで、主に多度津町、さぬき市、
善通寺市、東かがわ市で栽培を行っています。
　また、１戸当たりの耕作面積が小さく、大量生産がかなわないことか
ら、高品質・商材の個性化など、高付加価値の作物を作ることで国内外
の競合産地との差別化を図っています。生産者一人ひとりの丁寧な栽培
によりおいしい青果物を生み出しています。

～おだやかな気候を利用した高品質・個性化栽培に取り組む～

ト
マ
ト
黄お

う

化か

葉は

巻ま
き

病
耐
病
性
品
種 

「
Tテ

ィ
ー

Yワ
イ

千ち

果か

」の
導
入
で

栽
培
性
と
食
味
を
両
立

［農業列島］

産地ルポ
トマト

香川県 Ａ香川県

地域概況

香川県の主な
ミニトマト産地
香川県の主な
ミニトマト産地

丸亀市
多度津町

善通寺市

さぬき市

東かがわ市

A
香
川
県　

営
農
部　

園
芸
課　

池い
け

田だ　

智と
も

美み

↑右から仲多度地区ミニトマト部会役員の平包實さんと、 Ａ香川県　営農部園芸課の和泉正浩課長補佐
と筆者。
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「
T
Y
千
果
」発
売
当
初
か
ら
試
験
栽
培
を

行
っ
て
い
た
平
包
さ
ん
は
、
今
作
（
平
成
30

年
度
）
は
す
べ
て「
T
Y
千
果
」を
導
入
さ
れ

ま
し
た
。

 

「
黄
化
葉
巻
病
の
被
害
は
最
小
限
に
抑
え
ら

れ
て
い
ま
す
」
と
T
Y
耐
病
性
は
合
格
。
果

実
は
裂
果
が
非
常
に
少
な
く
、
玉
ぞ
ろ
い
が

き
れ
い
で
食
味
も
よ
い
と
T
Y
品
種
の
な
か

で
も
品
質
の
高
さ
に
着
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
50
品
種
以
上
の
試
験
栽
培
を
行
っ

て
き
た
経
験
か
ら
、「
T
Y
千
果
」を
高
く
評

価
さ
れ
て
い
ま
す
。

 

裂
果
、へ
た
取
れ
が
少
な
く

 

秀
品
率
が
高
い「
T
Y
千
果
」

　
今
作
は
定
植
時
期
の
8
月
の
高
温
、
9
月

の
日
照
不
足
に
よ
り
低
段
の
花
房
が
小
さ
く
、

果
実
も
小
さ
め
に
な
り
ま
し
た
が
、
10
月
以

降
の
好
天
候
に
よ
り
草
勢
は
回
復
し
ま
し
た
。

 

「『
C
F
千
果
』に
比
べ
て
節
間
が
伸
び
や
す

く
、
茎
が
折
れ
や
す
い
の
で
誘
引
作
業
は
気

を
使
い
ま
す
が
、
裂
果
や
へ
た
取
れ
が
少
な

く
秀
品
率
が
上
が
り
ま
す
」
と
の
こ
と
で
す
。

 

裂
果
の
少
な
さ
が

 

食
味
の
よ
さ
に
つ
な
が
る

　
特
に
平
成
30
年
は
例
年
に
比
べ
て
長
雨
や

朝
晩
の
寒
暖
差
で
結
露
が
発
生
し
や
す
く
、

ハ
ウ
ス
内
の
湿
度
の
上
昇
か
ら
裂
果
が
多
く

あ
り
ま
し
た
が
、「
T
Y
千
果
」は
非
常
に
少

な
か
っ
た
そ
う
で
す
。

　

ミ
ニ
ト
マ
ト
は
完
熟
で
収
穫
し
な
い
と
、

特
有
の
え
ぐ
み（
ミ
ニ
ト
マ
ト
臭
さ
）が
残
り
、

食
味
が
悪
く
な
る
と
い
わ
れ
ま
す
。

 

「
裂
果
の
リ
ス
ク
が
あ
る
と
き
は
早
め
の
収

穫
に
な
り
ま
す
が
、『
T
Y
千
果
』な
ら
完
熟

近
く
で
収
穫
で
き
ま
す
。
裂
果
が
少
な
い
こ

と
は
商
品
化
率
を
高
め
る
だ
け
で
な
く
、
食

味
の
向
上
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
」

　
え
ぐ
み
が
な
く
な
り
甘
み
が
増
す
こ
と
が

食
味
の
よ
さ
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
い
う
の

が
平
包
さ
ん
の
見
立
て
で
す
。

　
ま
た
、
近
年
は
ミ
ニ
ト
マ
ト
を
２
分
の
１

カ
ッ
ト
し
て
サ
ラ
ダ
の
彩
り
に
す
る
こ
と
も

あ
り
、
果
肉
ま
で
赤
い「
T
Y
千
果
」は
消
費

者
の
反
応
も
期
待
で
き
ま
す
。

 

草
勢
の
管
理
が

 

良
品
多
収
の
ポ
イ
ン
ト

　
栽
培
に
つ
い
て
は
、
着
色
ス
ピ
ー
ド
が
他

品
種
に
比
べ
て
遅
く
、
株
へ
の
負
担
が
多
く

な
る
た
め
追
肥
や
摘
葉
に
よ
っ
て
採
光
性
を

確
保
す
る
こ
と
で
生
育
を
良
好
に
保
つ
必
要

が
あ
り
ま
す
。「
T
Y
千
果
」は
特
に
草
勢
が

強
い
た
め
追
肥
量
が
多
い
と
葉
が
大
き
く
な

り
や
す
く
、
さ
ら
に
日
照
の
少
な
い
時
期
は

薄
く
て
大
き
な
葉
に
な
り
が
ち
で
す
。
光
合

成
の
兼
ね
合
い
で
摘
葉
の
量
や
タ
イ
ミ
ン
グ

を
計
る
の
が
難
し
い
よ
う
で
、
平
包
さ
ん
は

株
全
体
の
状
態
を
観
察
し
な
が
ら
的
確
な
タ

イ
ミ
ン
グ
を
模
索
さ
れ
て
い
ま
す
。　

　
12
月
か
ら
厳
寒
期
に
向
け
て
は
低
日
照
の

影
響
で
糖
度
が
上
が
り
に
く
い
時
期
に
な
り

ま
す
が
、
的
確
な
草
勢
管
理
で
3
月
以
降
の

収
量
を
確
保
し
た
い
と
話
し
ま
す
。

 

「
草
勢
管
理
は
大
変
だ
が
、
裂
果
が
少
な
く

食
味
よ
い『
T
Y
千
果
』を
う
ま
く
栽
培
し
た

い
」と
、
平
包
さ
ん
の
期
待
も
大
で
す
。

 

玉
ぞ
ろ
い
よ
い「
T
Y
千
果
」で

 

出
荷
作
業
も
ス
ム
ー
ズ
に

　
J
A
香
川
県
の
出
荷
規
格
は
手
作
業
に
よ

る
2
0
0
g
パ
ッ
ク
詰
め
が
中
心
で
、
一
部

で
3
kg
段
ボ
ー
ル
バ
ラ
詰
め
も
行
っ
て
い
ま

す
。「
T
Y
千
果
」は
他
品
種
に
比
べ
て
、
玉

ぞ
ろ
い
が
よ
く
収
穫
か
ら
出
荷
作
業
の
短
縮

化
が
図
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

 「
T
Y
千
果
」で
香
川
の
お
い
し
い

 

ミ
ニ
ト
マ
ト
を
安
定
出
荷

　
J
A
で
は
県
普
及
セ
ン
タ
ー
と
協
力
し
て

定
期
的
に
講
習
会
や
巡
回
を
行
う
な
ど
産
地

指
導
に
あ
た
り
、
高
品
質
栽
培
の
平
準
化
を

実
現
す
る
べ
く
積
極
的
な
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
ま
す
。
特
に「
T
Y
千
果
」に
つ
い
て
は

今
年
か
ら
栽
培
を
は
じ
め
た
生
産
者
も
多
く
、

タ
キ
イ
種
苗
の
技
術
員
と
情
報
の
共
有
化
を

図
り
な
が
ら
巡
回
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
J
A
香
川
県
ミ
ニ
ト
マ
ト
部
会
で

は
市
場
担
当
者
を
招
い
て
年
1
回
の
品
等
査

定
会
を
実
施
し
、
県
下
の
出
荷
規
格
や
品
質

の
平
準
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
、
香

川
県
産
の
高
品
質
ミ
ニ
ト
マ
ト
の
ブ
ラ
ン
ド

化
に
向
け
て
活
動
し
て
い
き
ま
す
。

↑秀品率高く食
味のよい「Ｔ
Ｙ千果」。

↑高度環境制御を導入。「ＴＹ千果」
は生育旺盛なので肥料濃度は高め
に設定しています。

↑平包さんのミニトマトのハウス。トマト黄化葉巻
病対策として、ハウスの開口部は0.4mmネットを
展張。出入り口には二重にネットを張っています。

↑平包さんの「ＴＹ千果」圃場。今年から潅水をオンラ
インドリッパーに変更しました。記録はしっかりと
残し今後に生かしています。
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